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１、市況の動き：両市場とも 2 週間続伸、NY は 11%上昇しロンドンは 6.75%上昇 

 

    2 月 19 日 2 月 20 日 2 月 21 日 2 月 22 日 2 月 23 日 先週最高値 先週最安値 先週比 週内価格差 

ロンドン先物 3 月限月  1483  1497  1519  1510  1532  1484  1435 +48 

 

13 

 49 

  5 月限月  1504  1516  1538  1526  1547  1507  1459 +40  43 

ニューヨーク先物 3 月限月  2138   2146  2172   2156   2204   2138   1970 +66  66 

  5 月限月  2134  2148  2173  2146  2194  2134  2007 +60  60 

（坂元） 

２、ガーナ：カカオ部門で 20 億ドルの赤字 

世界的にカカオ豆価格が下落したことを受けてガーナはカカオ部門で 20 億ドルの赤字を計上した。 

ココボードの責任者の Joseph Boahen Aidoo 氏は、カカオはガーナ経済に重大な貢献をしているが、 

収穫されたカカオのほとんどはガーナで消費されず欧州に輸出されており価格の決定も輸入者であると述べた。 

カカオ豆の価格は下落している一方で、農家から買い付ける価格は下落前の水準をキープしており、ガーナ政府の財

政に打撃を与えている。業界関係者によると政府の介入で生産量増強のサポートがあった影響で、今年の生産量は 100

万トンを超える見込みであるという。しかし生産量が伸びたとしてもカカオ価格が低水準をキープした場合は、その

努力もむなしくガーナ経済へプラスとなる力が小さくなるであろう。 

   （坂元） 

 

＜FOODEX2018 立花商店出展＞ 

2018 年 3 月 6日～9日に幕張メッセにて開催されるアジア最大規模の食品展示会 FOODEX に出展致します。 

立花商店出展ブース番号は 6 ホール B59 になります。 

主にカカオニブ品、フェアトレードチョコレート、ノンシュガーチョコレート、bean to bar チョコ製造機器のご案内

を致します。特に 4 月に発売予定の小型卓上カカオ皮むき機は弊社の展示会では初のご案内になりますので、是非ご

来場ください。 

 

＜江崎グリコ株式会社 米のチョコレート製造会社 TCHO の買収に合意＞ 

2 月 20 日江崎グリコ株式会社は 2005 年創業の米国・カリフォルニア州に本社を置く TCHO Ventures,Inc.を買収する

ことを発表した。江崎グリコ社は成長が見込まれる米国のプレミアムチョコ市場において TCHO を買収することで 

チョコレート事業の強化を図る。 

プレスリリース 

：https://www.glico.com/assets/files/NR18 米国のチョコレート製造販売会社の買収に最終合意_2__1.pdf 

（鶴田） 

 

 

 

 

 

 



＜チョコレート・カカオイベント CHOCOA にて史上初ライブカカオオークション開催＞ 

2 月 21 日～25 日にオランダ・アムステルダムで開催される第 6回チョコレート・カカオイベント CHOCOA にて史上初

めてライブでの International Cocoa Award 受賞豆の生オークションが開催される。 

オークションに出品される豆は以下の通り。 

 

・マダガスカル Mava Sa,Ferme D’ottange 2017 年受賞産地 受賞同一ロット豆出品 

・タンザニア Kokoa Kamili 2017 年受賞産地 受賞豆とは別ロット 同一収穫年のものを出品 

・コロンビア Tumaco,Red Cacaotera 2015 年受賞産地 2017 年収穫分出品 

 

オークションにかけられるカカオ豆の量は麻袋 1 袋～3 袋まで。 

コーヒー業界での cup of excellence 受賞豆がオークションにて米国や日本に向けて販売されていく形に習って、カ

カオでも品評会で高く評価された産地については公の場で値付けをして価値を上げていく取り組みへの挑戦のように

見えます。 

出品される豆の中では、一般的に商社が十分買い付けのできる豆も入っていること、また出品される豆の量が少ない

ことから、商社向け販売というよりも各手作りチョコレートメーカー個店が ICA 受賞豆の買い付けをその場で、直接

できることにメリットとイベント性を持たせたものと見られます。 

受賞豆と同一ロットでなくても良いのか？同一収穫年分でなくてもよいのか？今回のオークションでどのような販売

値がつくか注目をしつつ、また続報をお伝え致します。 

（鶴田） 

 

 

≪お問い合わせ先、配信希望または停止のご連絡先≫ 

株式会社立花商店 東京支店 生田、坂元、鶴田、野呂 

TEL 03-5785-3545 a-sakamoto@tachibana-grp.co.jp 

 


